
令和５年度  中央小学校 学校評価書 
※ 網掛けのない部分が評価計画，網掛けの部分が評価結果を受けて記入する。 

１ 教育目標（目指す児童像含む） 
【基本目標】    心身ともに健康で，気力にあふれ，夢に向かって創造力とたくましい実践力を発揮し，新しい時代を拓く 

知性豊かな児童を育成する。 
【 子ども像 】                                 ≪ 合言葉 ≫ 

〇 自ら考え，進んで学ぶ子            【 考える 】      
〇 健康で，粘り強くやり遂げる子         【 やりぬく 】     
〇 心豊かで，思いやりのある子           【 助け合う 】  

 
２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

〇 「子ども」にとって  ・・・・・・・・・   わくわくしながら登校し，満足して下校できる学校 

〇 「教職員」にとって  ・・・・・・・・・  自分の力を十分に発揮できる，やりがいのある学校 

〇 「保護者」にとって  ・・・・・・・・・  安心して子どもを通わせられる学校 

〇 「地域」にとって  ・・・・・・・・・・・  信頼できる地域とともにある学校 
 
３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

（１）人権を尊重し，心豊かな子供を育成するために，多様な人々と協働する主体的な活動を取り入れ，よさを認め励まし，

基本的な生活習慣の定着を図る心の教育の推進に努める。 

（２）自ら学び，考え，表現する力を育成するために，意欲の向上と深い学びの実現に向けた 学習指導の充実に努める。 

（３）健やかでたくましく生きる子供を育成するために，体力の向上と望ましい食習慣の形成と命を守る安全教育の充実に

努める。 

（４）家庭・地域・関係機関との連携した社会に開かれた教育課程を推進し，地域の人的・物的資源を効果的に活用した地

域とともにある学校づくりに努める。 

（５）教職員がいきいきとやりがいをもって勤務し，共働・協働の意識を高め，使命感と専門職としての自覚のもと，研修に

励み，信頼される職場づくりに努めるとともに，教職員の働き方改革の視点に立ち，校務の効率化と勤務時間の適正

化を図り，職場環境改善のための取組を推進する。 

○（６）旭地域学校園の教育ビジョンを目指し，地区内の小中学校の情報共有と共通実践を通して小中連携の一層の充実に

努める。 

 
 
 

 
４ 教育課程編成の方針 

（１）国・県・市の基本方針，並びに児童の実態や地域の状況を考慮し，教育活動全般を通して特色ある教育を

展開し，豊かな人間性や基礎・基本を身に付け，個性を生かし，変化に激しいこれからの社会を生きていくた

めに必要な資質・能力である「生きる力」を培うためことを目指した教育課程の編成に努める。 

（２）小学校学習指導要領の趣旨を十部に踏まえ，家庭や地域と連携を図り，それらの教育力を活用し広がりを

持った教育活動が実践できるよう，社会に開かれた教育課程の編成に努める。 
 
５ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 

（１）学校運営  

○「大樹のごとく伸びる子」を育むために，学校の組織力を高め，学校・家庭・地域の連携・協働による特色ある教育活動を展開し，

地域とともにある学校づくりを推進する。 

（２）学習指導  

○主体的に取り組み，共に学び合う児童の育成  ～ 自分の考えを広げ，深めることのできる授業づくり ～   

（３）児童生徒指導 

○基本的な生活習慣を身に付け，思いやりのある児童の育成   ～ あいさつ・時間を守る・整理整とん ～ 

（４）健康（保健安全・食育）・体力 

○自ら判断し，進んで健康・安全な生活をしようとする児童の育成 

～ 「自分の力に合っためあてをもち，主体的に運動する児童」「自分の体に関心をもち，健康で安全な生活ができる児童」をめざして～  

【旭地域学校園教育ビジョン】 
 地域に愛される旭っ子の育成 ～地域との豊かなかかわりをめざして～ 

 

別紙２ 



６ 自己評価  Ａ１～Ａ２０は市共通評価指標 Ｂ１～は学校評価指標（小・中学校共通，地域学校園共通を含む） 

※「主な具体的な取組の方向性」には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

第２次宇都

宮市学校教

育推進計画

後期計画基

本施策 
評価項目 主な具体的な取組 

方

向

性 
評 価 

１－（１） 

確かな学力

を育む教育

の推進 

Ａ１ 児童は，他者と協力した

り，必要な情報を集めたり

して考えるなど，主体的に

学習に取り組んでいる。 

 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童は，学

習課題を解決するために，友達

と話し合ったり，必要な情報を

集めたりしながら，じっくり考

え，粘り強く学習に取り組んで

いる。」 

⇒児童・教職員の 

肯定的回答８５％以上 

⇒保護者の 

肯定的回答８０％以上 

① 授業の中で，児童が「知りたい」「解

決したい」と思えるような課題の設

定や提示の仕方を工夫して，知的好

奇心を喚起し，児童の学びに対する

主体性を高めます。 

 

② 落ち着いて話を聞くことができる

児童を育てるため，学年に応じた

「聞き方」の指導に努めます。 

 

③ 自信をもって自分の考えを伝えた

り，友達の前で発表したりできるよ

うに，授業の中で，ペアやグループ，

全体活動など学習形態を工夫しま

す。 

Ｂ 

【達成状況】 
 教職員 保護者 地域住民 児童 

R5 94.4 87.5  88.6 
R4 90.5 87.5  94.8 
児童・教職員・保護者のすべてで目標数値

を上回った。 
【次年度の方針】 
 授業の中で，学びに対する主体性を高める

ような課題の設定や提示の仕方，進んで自分

の意見を伝えられるような学習形態の工夫を

引き続き継続していく。 
 

１－（２） 

豊かな心を

育む教育の

推進 

Ａ２ 児童は，思いやりの心を

もっている。 

 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童は，誰

に対しても，思いやりの心をも

って優しく接している。」 

⇒児童・教職員の 

肯定的回答９０％以上， 

⇒保護者・地域の 

肯定的回答９０％以上 

① 縦割り班活動など，異学年の交流活

動の充実を図り，高学年児童が自信

をもってリーダーシップをとり，望

ましい人間関係を構築できるよう支

援します。 

 

② 児童が互いに認め合い，自己肯定感

を高められるよう，「特別の教科 道

徳」の充実を図り，認め，励ますなど

の声掛けに努めます。 
Ｂ 

【達成状況】 
 教職員 保護者 地域住民 児童 

R5 100 94.4 91.7 87.9 
R4 95.2 94.9 100 92.3 

教職員・保護者・地域の肯定的回答は目標数

値を上回ったが，児童は目標数値に達しなか

った。 
【次年度の方針】 
・帰りの会等で，全学年が友達や当番のよい

ところ発表し，認め合う機会を設ける。 
 
・思いやりのある言動が可視化できるよう，

掲示物を作成する。 
 



Ａ３ 児童は，目標に向かっ

てあきらめずに，粘り強

く取り組んでいる。 

 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童は，目

標に向かってあきらめずに，粘

り強く取り組んでいる。」 

⇒児童・教職員の 

肯定的回答８５％以上， 

⇒保護者の 

肯定的回答８０％以上 

① 様々な挑戦の機会を生かし，最後ま

でやり遂げられるよう支援したり，

称賛や承認の場面を設定したりす

ることで達成感や成就感を味わわ

せるようにします。活動後には積極

的に家庭へ伝え，共通理解を図るこ

とで，児童の意欲を高めます。 

 

② 「うつのみや元気っ子チャレンジ」

やキャリアパスポートを活用し，目標

に向かって実践できるよう支援に努

めます。 

 

③ 学級や個人の目標を意識させ，一人

一人が目標達成に向け実践継続で

きるよう支援に努めます。 

 

 

Ｂ 

【達成状況】 
 教職員 保護者 地域住民 児童 

R5 94.4 73.2  84.3 
R4 95.2 78.7  87.7 

教職員の肯定的回答は目標数値を上回った

が，児童・保護者は目標数値に達しなかった。 
【次年度の方針】 
・様々な挑戦の機会を生かし，最後までやり 

遂げられるよう支援したり，称賛や承認の 

場面を設定したりすることで達成感や成 

就感を味わわせるようにする。活動後には 

積極的に家庭へ伝え，共通理解を図ること 

で，児童の意欲を高める。 

 

・「うつのみや元気っ子チャレンジ」やキャリ 

アパスポートを活用し，目標に向かって実 

践できるよう支援に努める。 

 

・学級や個人の目標を意識させ，一人一人が 

目標達成に向け実践継続できるよう支援 

に努める。 

 
 

１－（３） 

健康で安全

な生活を実

現する力を

育む教育の

推進 

Ａ４ 児童は，健康や安全に気

を付けて生活している。 

 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童は，健

康や安全に気を付けて生活し

ている。」 

⇒児童・教職員の 

肯定的回答９０％以上 

⇒保護者・地域の 

肯定的回答８５％以上 

① 様々な危険を想定した避難訓練を

実施することを通して，「生活安

全」・「交通安全」・「災害安全」に関

する教育の充実に努めます。 

 

② 一人一台端末使用に関する安全ル

ールを示し，児童の危険回避に対す

る意識を高めていきます。 

 

③ 健康な体作りができるように，運

動・食事・睡眠・手洗い・うがい・

消毒などの健康的な生活習慣や病

気・けがの予防法について指導して

いきます。 

 

Ｂ 

【達成状況】 
 教職員 保護者 地域住民 児童 

R5 100 91.9 100 92.9 
R4 95.2 94.0 100 94.8 

教職員・保護者・地域・児童すべてが目標数

値を上回った。 
【次年度の方針】 
・様々な危険を想定した避難訓練を実施する 

ことを通して，「生活安全」・「交通安全」・ 

「災害安全」に関する教育の充実に努め 

る。 

 

・一人一台端末使用に関する安全ルールを示 

し，児童の危険回避に対する意識を高め 
る。 

 

・健康な体作りができるように，運動・食事・ 

睡眠・手洗い・うがい・消毒などの健康的 

な生活習慣や病気・けがの予防法について 

指導していく。 
 
 



１－（４） 

将来への希

望と協働す

る力を育む

教育の推進 

Ａ５ 児童は，自分のよさや成

長を実感し，協力して生活

をよりよくしようとして

いる。 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童は，互

いの良さを生かしながら，進ん

で意見を発表したり協力した

りして，集団での課題を解決し

ている。」 

⇒児童・教職員の 

肯定的回答８０％以上 

 

① よりよい生活が送れるよう，学級で

課題解決に向けて話合いを行い，係

活動や当番活動などで進んで意見を

発表したり，協力したりできるよう

指導していきます。 

 

② 学校生活がよりよくなるよう，委

員会活動などで，互いの意見を聞

き合いながら協力できるよう指導

していきます。 

Ｂ 

【達成状況】 

 教職員 保護者 地域住民 児童 

R5 100   92.1 
     

児童・教職員共に目標数値を上回った。 

【次年度の方針】 

・学級で課題解決に向けて話合いを行い，係

活動や当番活動などで進んで意見を発表し

たり，協力したりできるよう継続して指導

する。 
 

・ 学校生活がよりよくなるよう，特別活動な

どで，互いの意見を聞き合いながら協力で

きるよう指導する。 
 

２－（１） 

グローバル

社会に主体

的に向き合

い，郷土愛

を醸成する

教育の推進 

Ａ６ 児童は，英語を使ってコ

ミュニケーションしてい

る。 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童は，外

国語活動(英語）の授業やALTと

の交流の際に，英語を使ってコ

ミュニケーションしている。」 

⇒児童・教職員の 

肯定的回答９０％以上 

① 児童生徒が，英語を使って自分の気

持ちや考えなどを適切に伝えるこ

とができるよう，教員が自ら積極的

に英語を使うとともに，ＡＬＴを活

用した，英語によるやりとりを中心

とした授業を推進します。 

 

② 英語のネイティブスピーカーであ

るＡＬＴを，授業はもとより休み時

間や清掃時などあらゆる時間にお

いて活用し，児童が生きた英語に触

れる機会の充実を図ります。 

 

Ｂ 

【達成状況】 
 教職員 保護者 地域住民 児童 

R5 100   77.9 
R4 95.2   85.8 

教職員の肯定的回答は目標数値を上回った

が，児童は目標数値に達しなかった。 

【次年度の方針】 

 授業の中でＡＬＴとの会話の場面を増やし

たり，清掃や給食の時にＡＬＴが各学級へ入

ったりして，コミュニケーションの機会を意

図的に設定する。 

 
 

Ａ７ 児童は，宇都宮の良さを

知っている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童は，宇

都宮の良さを知っている。」 

⇒児童・教職員・保護者の 

肯定的回答８０％以上 

 

① 児童が，「宇都宮学」で学んだ歴史や

伝統文化，産業などについて知り，

地域学習や校外学習等をとおして，

郷土への愛情と誇りをもてるよう

な学習を推進します。 

 

② 「宇都宮学」で学習した内容を，学

校だよりや学年だより等で周知す

ることに努めます。 

Ｂ 

【達成状況】 
 教職員 保護者 地域住民 児童 

R5 100 68.5  80.7 
R4 100 80.9  85.2 
教職員・児童の肯定的回答は目標数値を上

回ったが，保護者は目標数値に達しなかった。 

【次年度の方針】 

・「宇都宮学」の学習を充実させるとともに，

授業参観での発表の場を設けたり，学校だ

より・学年だより等で周知したりしていく。 

 
 

２－（２） 

情報社会と

科学技術の

進展に対応

した教育の

推進 

Ａ８ 児童は，デジタル機器や

図書等を学習に活用して

いる。 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童（生徒）

は，デジタル機器や図書等を学

習に活用している。」 

⇒児童・教職員の肯定的回答 

９０％以上， 

⇒保護者８０％以上 

① これからの社会に求められる情報

活用能力を育成するために「情報モ

ラル」や「デジタルシティズンシッ

プ教育」等の充実を図ります。 

 

② 児童がパソコンなどに親しみ，適切 

に活用する能力を育成するために，

調べ学習や学習のまとめにおいて，

積極的にデジタル機器の活用を図

ります。 

 

③ 学習における図鑑などの書籍や新

聞等の活用を推進し，図書室の学習

センター・情報センターとしての機

能を充実させます。 

 

Ｂ 

【達成状況】 
 教職員 保護者 地域住民 児童 

R5 100 86.7  86.4 
R4 100 89.7  94.8 
教職員・保護者の肯定的回答は目標数値を

上回ったが，児童は目標数値に達しなかった。 

【次年度の方針】 

・デジタル機器や図書等を進んで活用できる

ような課題設定を工夫し，引き続き情報活

用能力の育成を図る。 

 

・一人一台端末の有効活用に向け，教材研究

の充実を図る。 

 

・学習センターとしての機能を充実させるこ

とで，授業での図書室活用を推進する。 
 



２－（３） 

持続可能な

社会の実現

に向けた担

い手を育む

教育の推進 

Ａ９ 児童は，「持続可能な社

会」について，関心をもっ

ている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童は，「持

続可能な社会」について，関心

をもっている。」 

⇒児童・教職員の 

肯定的回答８０％以上 

① 国語・社会・総合的な学習の時間・

道徳科等において，環境問題やエネ

ルギー問題，防災等の「持続可能な

社会」を見据えた授業の充実を図り

ます。 

 

② 図書委員会や，給食環境委員会で

SDGｓに関するイベント等を実施す

ることで児童への意欲付けを図り

ます。 

 

Ｂ 

【達成状況】 
 教職員 保護者 地域住民 児童 

R5 94.4   89.3 
R4 90.5   90.3 

児童・教職員共に目標数値を上回った。 

【次年度の方針】 

・国語・社会・家庭科・総合的な学習の時間・ 

道徳科等において，環境問題やエネルギー 

問題，防災等の「持続可能な社会」を見据 

えた授業の充実を図る。 

 

・児童会活動で SDGｓに関するイベント等を 

実施することで児童への意欲付けを図る。 

 
 

３－（１） 

インクルー

シブ教育シ

ステムの充

実に向けた

特別支援教

育の推進 

Ａ10 教職員は，特別な支援を

必要とする児童の実態に

応じて，適切な支援をして

いる。 

【数値指標】 

全体アンケートの「教職員は，

特別な支援を必要とする児童

や外国人児童等の実態に応じ

て，適切な支援をしている。」 

⇒教職員の 

肯定的回答９０％以上 

① 日常の観察や相談活動のほか教育

相談週間や Q-U 検査など，多くの視

点から児童理解に努めます。 

 

② 通常の学級で特別な支援を必要と

する児童の様々な教育的ニーズに

対応するため，かがやきルームや特

別支援学級，通級指導教室の効果的

活用を図るとともに，少人数指導や

TT など個に応じた指導・支援に努め

ます。  

(定期的・臨時的な教育支援委員会設置) 

 

Ｂ 

【達成状況】 
 教職員 保護者 地域住民 児童 

R5 100    
R4 100    

教職員の肯定的回答は 100％だった。 

【次年度の方針】 

・引き続き，日常の観察や相談活動のほか教

育相談週間や Q-U 検査など，多くの視点か

ら児童理解に努める。 

 

・通常の学級で特別な支援を必要とする児童

の様々な教育的ニーズに対応するため，か

がやきルームや特別支援学級，通級指導教

室の効果的活用を図るとともに，少人数指

導や TT など個に応じた指導・支援に継続し

て努める。 

 
 

３－（２） 

いじめ・不

登校対策の

充実 

Ａ11 教職員は，いじめが許さ

れない行為であることを

指導している。 

【数値指標】 

全体アンケートの「学校は，い

じめ対策に熱心に取り組んで

いる。」 

⇒児童・教職員の 

肯定的回答９０％以上， 

⇒保護者・地域の 

肯定的回答８０％以上 

① 児童についての日常の情報交換や

観察，教育相談，アンケート調査等

を通して，児童の実態把握，いじめ

の早期発見・早期解決に努めるとと

もに，ネットコミュニケーションの

マナーやルールの大切さと危険性

について，懇談会等の機会を利用し

て児童・保護者への啓発に努めま

す。 

 

② 教科や道徳，学級活動の時間に，「い

じめ」は絶対に許されないというこ

とを，継続指導していきます。 

 

③ 「いじめゼロ強調月間」を設定し，

児童会でポスター作成や集会を行

ったり，児童が作った標語を教室に

掲示したりして，意識付けを図り，

取り組みの様子を家庭に周知しま

す。 

 

Ｂ 

【達成状況】 
 教職員 保護者 地域住民 児童 

R5 100 82.0 91.7 95.0 
R4 100 81.3 92.3 96.1 

児童・教職員・保護者・地域のすべてにおい

て目標数値を上回った。 

【次年度の方針】 

・児童についての日常の情報交換や観察，教

育相談，アンケート調査等を通して，児童

の実態把握，いじめの早期発見・早期解決

に努めるとともに，情報モラル教育の推進

に努める。 

 

・教科や道徳，学級活動の時間に，「いじめ」

は絶対に許されないということを，継続し

て指導していく。 

 

・いじめゼロ強調月間の企画をとおして，家

庭で一緒に「いじめ」について考える機会

を設ける。 

 
 



Ａ12 教職員は，不登校を生ま

ない学級経営を行ってい

る。 

【数値指標】 

全体アンケートの「教職員は，

不登校を生まないよう，一人一

人の児童を大切にし，児童がと

もに認め励まし合う学級経営

を行っている。」 

⇒児童・教職員・保護者の 

肯定的回答８５％以上 

① 教職員が教育相談や日々の学校生

活内での児童との対話を心がけ，児

童の些細な変化を見逃さないよう

にします。 

 

② 帰りの会等を利用して児童のがん

ばりを学級内で共有したり，励まし

合ったりすることで温かい雰囲気

の学級を作ることができるように

します。 

 

③ 一人一台端末を活用し，教員が不登

校傾向にある児童とクラスの友達

とをつなぐ機会をもつことで所属

意識や自己肯定感を高めるように

し，心の安定を図ります。 

 

Ｂ 

【達成状況】 
 教職員 保護者 地域住民 児童 

R5 100 91.3  94.3 
R4 100 87.8  94.2 
児童・教職員・保護者のすべてが目標数値

を上回った。 

【次年度の方針】 

・教職員が教育相談や日々の学校生活内での 

児童との対話を心がけたり，Ｑ－Ｕ検査の 

結果を分析したりし，児童の些細な変化を 

見逃さないようにする。 

 

・帰りの会等を利用して児童のがんばりを学 

級内で共有したり，励まし合ったりするこ 

とで温かい雰囲気の学級を作ることがで 

きるようにする。 

 

・一人一台端末を活用し，教員が不登校傾向 

にある児童とクラスの友達とをつなぐ機 

会をもつことで所属意識や自己肯定感を 

高めるようにし，心の安定を図る。 

 
 

３－（３） 

外国人児童

生徒等への

適応支援の

充実 

 

Ａ13 学校は，一人一人が大切

にされ，活気があり，明る

くいきいきとした雰囲気

である。 

【数値指標】 

全体アンケートの「教職員は，

児童の悩みに寄り添い，相談に

乗ったり，問題の解決に努めた

りして，児童が明るくいきいき

と学校生活を送れるようにし

ている。」 

⇒児童・教職員・保護者・地域

の肯定的回答９０％以上 

 

① 児童一人一人の話をよく聞き，声を

掛け，よいところを認めて伸ばす指

導に努めます。 

 

② 児童会活動や縦割り班活動の充実，

学校行事の工夫・改善を通して，児

童が主体的に活動する場を多く設

定することで，楽しく活気あふれ，

児童にとって「居がい」のある学級・

学校を目指します。 

 

 

Ｂ 

【達成状況】 
 教職員 保護者 地域住民 児童 

R5 100 85.5 100 92.1 
R4 100 90.7 100 86.5 
児童・教職員・地域の肯定的回答は目標数

値を上回ったが，保護者は目標数値に達しな

かった。 

【次年度の方針】 

・児童一人一人の話をよく聞き，声を掛け， 

よいところを認めて伸ばす指導に努める。 

 

・児童会活動や縦割り班活動の充実，学校行 

事の工夫・改善を通して，児童が主体的に 

活動する場を多く設定することで，楽しく 

活気あふれ，児童にとって「居がい」のあ 

る学級・学校を目指す。 

 
 

３－（４） 

多様な教育

的ニーズへ

の対応の強

化 

４－（１） 

教職員の資

質・能力の

向上 

Ａ14 教職員は，分かる授業

や児童にきめ細かな指導

を行い，学力向上を図っ

ている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「教職員は，

分かりやすい授業や一人一人

へのきめ細かな指導をしてい

る。」 

⇒児童・教職員・保護者の 

肯定的回答８５％以上 

 

① 授業の「ねらい」を明確にし，ねら

いや目標を達成させるための「手だ 

て」を工夫し，児童が主体的に学び

に取り組めるように，指導・支援方

法の改善に努めます。 
 

② 確かな学力を育成するため，少人数

指導，習熟度別学習，Ｔ・Ｔ，かが

やきルームでの指導など，個に応じ

た指導の更なる充実に努めます。 

 

 

 

 

Ｂ 

【達成状況】 
 教職員 保護者 地域住民 児童 

R5 100 81.7  95.7 
R4 100 81.3  92.9 
教職員・児童の肯定的回答は目標数値を上

回ったが，保護者は目標数値に達しなかった。 

【次年度の方針】 

 授業では，「ねらい」を明確にし，課題解決

の手立てを工夫するなど，指導・支援の方法

を改善するとともに，少人数指導，習熟度別

学習など，個に応じた指導の充実を図る。 

 
 



４－（２） 

チーム力の

向上 

Ａ15 学校に関わる職員全員

がチームとなり，協力して

業務に取り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケートの「学校に関わ

る職員全員がチームとなり，協

力して業務に取り組んでい

る。」 

⇒教職員の肯定的回答８５％

以上 

① 様々な職員の専門性を生かし，効果 

的・効率的に授業や業務が行われる

よう連携します。 

 

② 学校行事や校内研修ばかりでなく，

日頃から全教職員が一丸となって，

児童指導を充実させます。 
・児童についての情報共有 
・質の高い指導法の学び合い 

 

 

Ｂ 

【達成状況】 
 教職員 保護者 地域住民 児童 

R5 100    
R4 100    
教職員の肯定的回答は 100％だった。 

【次年度の方針】 

・引き続き，定期的な打ち合わせや会議等で

共通理解を図るとともに，今後も日頃から

良好な職場環境づくりに努め，円滑な業務

遂行を目指す。 

 
 

４－（３） 

学校におけ

る働き方改

革の推進 

Ａ16 勤務時間を意識して，業

務の効率化に取り組んで

いる。 

【数値指標】 

全体アンケートの「私は，教

職員の勤務時間を意識して，

業務の効率化に取り組んでい

る。」 

⇒教職員の 

肯定的回答８５％以上 

① 働き方を見直すことで，時間を確保

し一人一人の児童と向き合い，適切

な指導・支援に努めます。 
 

② 多様な専門性を有する学校スタッ

フが共同して教材を作成したり，資

料収集したりすることで，児童の指

導を充実させていきます。 
 

③ 業務内容や日課の見直しをするこ

とで，放課後の時間を確保し，教材

研究や児童指導の充実に努めます。 

 

 

Ｂ 

【達成状況】 
 教職員 保護者 地域住民 児童 

R5 88.9    
R4 85.7    
教職員の肯定的回答は88.9％で目標数値を

上回った。 

【次年度の方針】 

・教職員一人一人の勤務時間への意識を高め

るため，ノー残業デー等の取り組みを継続

していく。 

 
 

５－（１） 

全市的な学

校運営・教

育活動の充

実 

Ａ17 学校は，「小中一貫教育・

地域学校園」の取組を行っ

ている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「学校は，

児童生徒や教職員の交流，小

中一貫カリキュラムの作成・

見直しなど，「小中一貫教育・

地域学校園」の取組を行って

いる。」 

⇒教職員・５・６年児童の 

肯定的回答８５％以上 

⇒保護者・地域の肯定的回答 

８０％以上 

 

 

① 乗り入れ授業やあいさつ運動，宮っ

子チャレンジへの協力など，中学校

と連携した教育活動の推進を目指

します。 

 

 

② ９年間を見通した年間指導計画の

実践や授業力向上のための小中一

貫研修等により，学力向上の推進を

図ります。 

 

③ 小中一貫教育に関する取組内容を，

学校だよりや学年だより等で周知

することに努めます。 

Ｂ 

【達成状況】 
 教職員 保護者 地域住民 児童 

R5 100 74.6 91.7 96.0 
R4 100 72.6 100 70.8 
教職員・児童・地域の肯定的回答は目標数

値を上回ったが，保護者は目標数値に達しな

かった。 

【次年度の方針】 

・小中学生がより連携を図れるような活動を

充実させ，学校だより・学年だより等で周

知していく。 

 

・小中一貫教育の目的や内容について共通理

解を図るとともに，９年間を見通した教育

活動の充実を図る。 
 

５－（２） 

主体性と独

自性を生か

した学校経

営の推進 

Ａ18 学校は，家庭・地域・企

業等と連携・協力して，教

育活動や学校運営の充実

を図っている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「学校は，家

庭，地域・企業等と連携・協力

して，教育活動や学校運営の充

実を図っている。」 

⇒教職員・児童・保護者・地域

の肯定的回答８５％以上 

 

 

① 学校支援ボランティアやコミュニ

ティセンター，オリオン通り商店

会，企業などと連携し，学校と保護

者，地域等が一体となった教育活動

を推進し，児童が多くの人と関わり

ながら体験的に学ぶ機会を充実さ

せます。 

 

② ＰＴＡ運営委員会や地域協議会で

学校の取組を説明し，学校の現状や

課題について理解していただき，今

後の学校運営が向上していくよう，

地域・保護者と連携・協力して学校

教育活動の充実に努めます。 

 

 

Ｂ 

【達成状況】 
 教職員 保護者 地域住民 児童 

R5 100 86.1 83.3 87.9 
R4 100 87.4 76.9 88.4 
児童・教職員・保護者の肯定的回答は目標

数値を上回ったが，地域は数値が上がったも

のの目標数値には達しなかった。 

【次年度の方針】 

・引き続き，家庭・地域の人材・施設を有効活

用した教育活動を推進していく。 

 

・学習指導要領の趣旨を踏まえ，教育活動の

充実を目指し，連携・協力を推進する。 
 

５－（３） 

地 域 と 連

携・協働し

た学校づく

りの推進 



６－（１） 

安全で快適

な学校施設

整備の推進 

Ａ19 学校は，利用する人の安

全に配慮した環境づくり

に努めている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「学校は，利 

用する人の安全に配慮した環 

境づくりに努めている。」 

⇒教職員・保護者・地域の 

肯定的回答８５％以上 

 

① 定期的な安全点検を実施し，迅速な

修繕・補修による適切な学習環境の

整備に努めます。 

 

② 保護者や学校支援ボランティアと

連携を図り，壁面や廊下等を活用し

て児童の作品を掲示するなど，学習

や活動の意欲を高める温かな環境

づくりを推進します。 

 

③ 校内施設の担当者や使用者は，普段

から物品管理，整理整頓を行い，安

全で安心できる環境づくりに努め

ます。 

 

Ｂ 

【達成状況】 
 教職員 保護者 地域住民 児童 

R5 100 82.6 100  
R4 95.2 88.2 100  
教職員・地域の肯定的回答は目標数値を上

回ったが，保護者は目標数値に達しなかった。 

【次年度の方針】 

・定期的な安全点検を実施し，迅速な修繕・ 

補修による適切な学習環境の整備に努め 

る。 

 

・保護者や学校支援ボランティアと連携を図 

り，壁面や廊下等を活用して児童の作品を 

掲示するなど，学習や活動の意欲を高める 

温かな環境づくりを推進する。 

 

・校内施設の担当者や使用者は，普段から物 

品管理，整理整頓を行い，安全で安心でき 

る環境づくりに努める。 

６－（２） 

学校のデジ

タル化推進 

Ａ20 コンピュータなどのデ

ジタル機器やネットワー

クの点から，授業（授業準

備も含む）を行うための準

備ができている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「私は，授業

（授業準備も含む）や業務の改

善に，デジタルを積極的に活用

している。」 

⇒教職員の肯定的回答８０％ 

以上 

 

 

① 校内研修会をとおして，指導力の向

上や活用についての共通理解を図

ります。 

 

② 学校ホームぺ時やさくら連絡網を

有効活用し，学校情報の提供をデジ

タル化し，業務改善を目指します。 

Ｂ 

【達成状況】 

 教職員 保護者 地域住民 児童 

R5 100    
     

教職員の肯定的回答は 100％だった。 

【次年度の方針】 

校内研修を通して，デジタル機器の活用につ

いての共通理解を図るとともに，昨年度同様，

ホームページやさくら連絡網を有効活用しな

がら，業務の改善を図る。 
 

小・中学

校，地域

学 校 共

通，本校

の特色・

課題等 

Ｂ１ 児童は，時と場に応じた

あいさつをしている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童は，時

と場に応じたあいさつをして

いる。」 

⇒児童・教職員の 

肯定的回答９０％以上， 

⇒保護者・地域の 

肯定的回答８０％以上 

 

① 教職員が率先して明るいあいさつ

の実践，声掛けに努めます。 

 

② 地域や家庭と連携し，学校内・外で

のあいさつの習慣化を図ります。 

 

③ 道徳，学級活動，日々の指導を通し

て，あいさつの種類や時と場に応じ

たあいさつについて指導していき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

【達成状況】 
 教職員 保護者 地域住民 児童 

R5 100 82.2 100 91.4 
R4 95.2 82.7 92.3 94.8 
児童・教職員・保護者・地域のすべてにおい

て目標数値を上回った。 

【次年度の方針】 

・継続して，教職員が率先して明るいあいさ

つの実践，声掛けに努める。 

 

・挨拶ができた児童を称賛する。 

 

・挨拶ポイント制度を実施したり，小中あい

さつ運動や児童会あいさつ運動を活性化さ

せたりして，挨拶の習慣が図れるようにす

る。 

 



Ｂ２ 児童は，きまりやマ

ナーを守って，生活を

している。 
【数値指標】 

全体アンケートの「児童は，き

まりやマナーを守って，生活を

している。」 

⇒児童・教職員の 

肯定的回答８０％以上， 

⇒保護者・地域の 

肯定的回答８５％以上 

① あいさつ・時間を守る・整理整頓に

焦点を当てた指導を行い，基本的生

活習慣を身に付けることができる

よう指導に努めます。 

 

② 安全な登下校のきまりやマナーに

ついて，それぞれの担当場所の問題

点を学校全体で情報共有し，児童へ

の指導に当たります。 

 

③ 月ごとの行事や気候に合わせた生

活目標を設定し，帰りの会等で児童

自身が振り返りを行うことで，望ま

しい生活習慣の確立に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

達成状況】 
 教職員 保護者 地域住民 児童 

R5 100 87.7 100 90.0 
R4 95.2 89.8 100 85.8 
児童・教職員・保護者・地域のすべてにおい

て目標数値を上回った。 

【次年度の方針】 

・「ザウルスキッズの５つの約束」の指導を徹

底して行い，教職員も含め，学校全体で守

れるようにしていく。 

 

・継続して，安全な登下校のきまりやマナー

について，それぞれの担当場所の問題点を

学校全体で情報共有し，児童への指導に当

たる。 

 

・引き続き，月ごとの行事や気候に合わせた

生活目標を設定し，帰りの会等で児童自身

が振り返りを行うことで，望ましい生活習

慣の確立に努める。 

 

 

Ｂ３  家庭学習の習慣を身に

付けている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童は，家

庭学習や自主学習に進んで取

り組んでいる」 

⇒児童・保護者の肯定的回答 

８０％以上 

⇒教職員の肯定的回答９０％

以上 

 

 

① 「家庭学習マイプラン」により家庭

と連携しながら，宿題の出し方を工

夫したり，「家庭学習強化週間」など

を設定したりして，家庭学習の習慣

化を目指します。 

 

② 学年の発達段階に合わせた自主学

習の内容・量について指導し，継続

して取り組めるようにするととも

に，手本となる児童のノートを称賛

し，全児童に発信するなど，児童の

意欲喚起に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

【達成状況】 
 教職員 保護者 地域住民 児童 

R5 88.9 60.0  69.3 
R4 95.2 69.3  74.8 
教職員・保護者・児童のすべてにおいて目

標数値に達しなかった。 

【次年度の方針】 
「家庭学習マイプラン」を利用し，児童に家

庭学習についてのアドバイスをするととも

に，家庭と連携しながら家庭学習の習慣化に

努める。また，発達段階に応じた宿題となる

よう，職員間で宿題の量などの共通理解を図

る。 

 

 

Ｂ４ 児童は，読書習慣を身に

付けている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童は，読

書活動に進んで取り組んでい

る」 

⇒児童・教職員・保護者の 

肯定的回答８０％以上 

① 朝の読書の時間や，学校支援ボラン

ティアによる読み聞かせ，「家読」の

奨励等，本に親しむ機会を設定する

ことで，児童の読書に対する興味関

心を高めます。 

 

② チャレンジブックの実施，読書週間

でのイベント等を通して，豊かな感

性を育む読書活動の推進に努めま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

【達成状況】 
 教職員 保護者 地域住民 児童 

R5 94.4 58.1  72.1 
R4 95.2 61.4  69.0 
教職員の肯定的回答は目標数値を上回った

が，児童・保護者は目標数値に達しなかった。 

【次年度の方針】 
・チャレンジブックを見直し，児童の興味関

心を高めていく。  
 
・夏休み・冬休みや読書週間等に親子読書を

推進し，家庭での読書の推進に努める。 
 



 

Ｂ５ 

「自分・友だち・中央地区」 

みんな大好き夢いっぱい 

事業を掲げ，「学び」・「やさ 

しさ」・「生きる力」の育成 

を図る。 

 

【数値指標】 

全体アンケートの「『考える』

『やりぬく』『たすけあう』ザウ

ルスキッズとして縦割り班活

動や地域の行事などに一生懸

命取り組んでいる。」 

⇒児童・教職員・保護者・地域

の肯定的回答８５％以上 

 

① 本校のマスコットである「ザウル

ス」を活用し，「考える」「やりぬく」

「たすけあう」のあいことばを意識

させた各種活動の充実に努めます。 
・縦割り共遊 
・ザウルスランキング 

 

② 様々な人との関わりの中で，地域の

一員としての自覚を高められるよ

う，体験活動や地域行事への参加な

ど可能な限りできる活動の展開に

努めます。また，保護者・地域へ活

動の様子を周知するよう努めます。 

・教えて先輩事業 

・未来体験 

・クリーン活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

【達成状況】 
 教職員 保護者 地域住民 児童 

R5 100 89.0 100 93.6 
R4 100 87.5 100 93.5 
児童・教職員・保護者・地域のすべてにおい

て目標数値を上回った。 

【次年度の方針】 
・「考える」「やりぬく」「たすけあう」の合言

葉を意識しながら，体験活動や縦割り班活

動，地域行事へ参加することで，児童の自

己肯定感を高めていく。 
 

〔総合的な評価〕 
※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

１≪学校運営≫ 学校の組織力を高め，特色ある教育活動の展開 

新型コロナウィルス感染症が５類に移行されたことを踏まえて教育活動を実施するにあたり，過去３年間の実績を考慮し

ながら全職員の共通理解のもと，協力して業務に取り組んできた。その結果，「学校は，家庭・地域・企業等と連携・協力し

て，教育活動や学校運営の充実を図っている」や「児童は，『考える』『やりぬく』『助け合う』ザウルスキッズとして，縦割

り班や学校行事に進んで参加し，意欲的に活動している」で，児童・教職員・保護者の目標数値を上回ることができた。ま

た，本校には小規模校としての強みと地域の強みがある。小規模校だからこそ，様々な活動で児童一人一人の役割が明確に

なることで，達成感が得られ自己有用感が高められる。６年生の「未来体験」や低学年の「町探検」は，地域の力を活用し

た代表的な学習活動である。今後もこれらの強みを生かし，学習指導要領の趣旨を踏まえて，特色ある教育活動を推進して

いきたい。 

 
２≪学習指導≫ 主体的に取り組み，共に学び合う児童の育成 

児童の学びに対する主体性を高めるため，授業の中で児童の興味・関心を高める導入の工夫や，見通しを立てて学習す

るための手立てを講じるとともに，練り合いの場の設定や振り返りの工夫などで，ともに学び合う児童の育成を目指して

きた。本校独自の目標項目である「児童は，家庭学習や自主学習に進んで取り組んでいる」「児童は，読書習慣を身に付け

ている」については，肯定的回答率が目標数値に届かず，むしろ昨年度よりも数値が下がった。今後は，保護者との連携

をさらに図りながら，読書を含んだ家庭での学習習慣を定着させるための工夫改善を行いたい。また，教職員の研修を積

極的に進めて授業力の向上を図り，一人一人に応じたきめ細やかな指導で，児童が主体的に取り組み，共に学び合う授業

を展開していきたい。 

 

３≪児童指導≫ 基本的な生活習慣を身に付け，思いやりのある児童の育成 

明るく素直な児童が多く，落ち着いて学校生活を送っている。アンケートの「思いやり」に関する項目では，児童のみ

が肯定的回答で目標値を下回った。友達との関わり合いの中で，不満を感じている児童がいるということの裏付けなの

で，互いを認め合ったり言動に気をつけさせたりする児童指導をさらに推進していく必要がある。あいさつについては昨

年度の数値とほぼ同様で目標値を上回っている。特に地域の方の評価が上昇した。地域に出てもあいさつができる児童が

増えてきたのは喜ばしいことである。また，いじめや不登校に対する取組については，肯定的な回答を得ることができた

が，引き続き教育相談を充実させ，児童一人一人に寄り添った児童指導を心掛けていきたい。 

今後もできるようになったことやよい変容が見られたことを称賛していくことで，自己肯定感や意欲を高め，「誰に対し

ても，思いやりの心をもって優しく接している」ことを自覚している児童を大切に育てていきたい。 



４≪健康・体力・安全≫ 自ら判断し，進んで健康で安全な生活をしようとする児童の育成 

本校児童の生活態度はとても穏やかで，児童によるガラスの破損は年間を通して１件もない。アンケートの「児童は，

健康や安全に気を付けて生活している」についても，児童・教職員・保護者・地域全ての対象で目標数値を昨年同様上回

った。今後も ICT 機器なども有効活用し，進んで健康で安全な生活をしようとする児童を育てていきたい。一方で,体力低

下の傾向は変わっておらず，運動習慣の二極化も顕著である。次年度は危機感をもって，体力の向上と運動量の保持・増

進に向けて体育の授業や体育的行事などを工夫していきたい。安全面については，様々な避難訓練を実施しているが，児

童の危機意識・防災意識が育っているとは言えない。元日に能登地方で大きな地震と災害が起こったことを踏まえ，訓練

の場面設定や実施方法等を工夫して，児童の意識の高揚を図っていきたい。 

 
７ 学校関係者評価 

【学力の向上について】 
・ 自主学習や家庭での読書習慣を身に付けさせることが大切である。 
・ 一人っ子や年齢差のある兄弟関係等で，切磋琢磨して育つ経験不足も学力低下の要因の一つではないか。 
・ 勉強ができないのか，意欲がないのかで方策は変わってくるので，個に応じた指導をお願いしたい。 
・ 小学校のうちは，楽しく仲良く学習することが大切。体験学習なども充実させてほしい。 
・ 教科の中でも特に算数は積み重ねが大切。基礎・基本ができてないと上の学年になるとつまずく教科なので，算数に

力を入れてほしい。 
 
８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
学校の自己評価や保護者，児童，地域協議会委員の皆様方から寄せられた貴重なご意見を真摯に受け止め，次年度の方策

について具体的に検討していきたい。特に重点とすることは以下のとおりである。 

【学校運営】 

・ 地域や保護者との連携を大切にし，学校の取組や児童の頑張りを積極的に発信し，児童の健やかな成長に向けて，

互いの役割を担っていけるようにしていく。 

・ 中央地区の地域教育力を生かした教育活動の充実や地域とともにある学校づくりの推進に努める。 

 

【学習指導】 

 ・ 児童の知的好奇心を喚起し，「できる！分かる！」を実感できるような授業を展開するために，教職員の研修を充実

させたり，授業準備のための時間を確保したりする。 

・ 家庭と連携し，家庭学習の習慣を定着させるために課題の出し方等を工夫し，自主学習の仕方や取組内容について

の具体的な支援を行う。 

 ・ チャレンジブックを見直したり，親子で本を読む機会を増やしたりして，児童の読書への関心意欲を高める。 

 

【児童指導】 

 ・ 互いを認め合ったり言動に気をつけさせたりする児童指導を充実させ，一人一人の自己肯定感を高められるように

する。 

 ・ 全職員が，日頃から児童の様子を注意深く観察し，学校全体や学級での支援・指導をとおして，「いじめ」「不登

校」の未然防止に努める。 

 ○ 中学校と連携し，あいさつ運動を展開するとともに，児童が主体的にあいさつできるような指導の工夫をする。ま

た校内だけでなく，保護者・地域と連携し，あいさつの励行を推進していく。 

 

【健康体力】 

・ 児童が進んで体を動かしたくなる運動を紹介したり，意図的に運動をする場面を設定したりして，体力や運動能力

の向上を図る。 

 ・ 委員会活動を活発にするだけでなく，ICT 機器なども活用して，健康に対する意識をさらに高めていく。また，学校

給食を通して，食に関する指導の充実を図る。 

 ・ 安全指導を充実させ，児童の危機意識を高めるとともに，様々な危険を予測し自らの命を守りぬく行動力を育成す

る。 

 
 


